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RIDEE-SPS：リアルタイム双方向遠隔
教育環境のプレゼンテーションシステム

Aiguo He†1 加 羅 淳†2 程 子 学†2

郷 健 太 郎†3 小 山 明 夫†4

程 同 軍†5 今 宮 淳 美†3

リアルタイム双方向遠隔講義や遠隔ゼミでは資料データ（教材や発表用資料）の運用支援が重要で
ある．本論文は静止画像を用いたスライドプレゼンテーション手法を提案する．この手法を利用し参
加者は各自のコンピュータを通じて従来型講義やゼミのように資料データを扱うことができる．本提
案を実装した遠隔教育支援システム RIDEEは実際の遠隔講義で運用され，それにより本提案の有効
性が確認された．

RIDEE-SPS: A Presentation System for Realtime
Interactive Distance Education Environment

Aiguo He,†1 Atsushi Kara,†2 Zixue Cheng,†2 Kentaro Go,†3
Akio Koyama,†4 TongJun Huang†5 and Atsumi Imamiya†3

In realtime interactive distance lectures or seminars, the treatment of material data (teach-
ing materials or presentation materials) is important. This paper proposes a technique for
the presentation of the material data, a set of still picture, in distance lectures or seminars.
By this technique, the attendees can handle the material data like in a traditional face-to-face
classroom. A distance education support system, RIDEE, designed based on this proposal
was being used in an actual distance lecture course, and the effectiveness of this proposal was
confirmed.

1. は じ め に

日本ギガビットネットワーク（JGN）1) などで代表

されるネットワークの高速化により，双方向リアルタ

イムの遠隔教育活動（遠隔講義・遠隔ゼミなど）を行

うことができるようになった．

リアルタイムの遠隔教育環境では遠隔地（サイト）

間の高品質映像音声の転送機能が必須であるが，資料
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データ（教材や発表資料など）の運用支援機能も重要

である．

従来の対面型講義やゼミでの資料運用には次の特徴

が見られる．

• 講義やゼミの直前に参加者に資料が配られる．
• 教室には資料がスクリーンに表示されるが，参加
者が実際に参照しているのは手元の資料とスク

リーンの双方である．

• 資料は一般的にページ（またはスライド）単位で
扱われ，訂正やメモを書き加えることができる．

• 講義やゼミの終了後はメモ付きの資料が参加者に
残る．

このような資料運用は双方向リアルタイム遠隔教育

環境にも必要である．

一部の遠隔教育システムでは資料の遠隔地提示はそ

の資料を映す映像を流すことにより実現されている．

この方法では全地点で同様な資料解像度が保証されず，

また討論などでの資料共有が困難である2)∼4)．

静止画像を資料データとして利用するシステムが提
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案されている5),6)．静止画像は提示先での資料解像度

を確保できるほか，ページ単位で扱うことができ，提

示者と参加者の間での共有操作が容易に実現できる．

ただしそれらのシステムでは資料データの転送は教師

側から学生側への片方向のみであり，またシステムを

構成するサイトの数は制限されている．

コンピュータの小型化と普及により 1人 1台のコン

ピュータ環境ができつつある．このような環境を想定

した遠隔ゼミ支援システムが提案され，カードという

形式の資料データで資料の双方向転送や共有が実現さ

れている7)．しかしこのシステムは OSやコンピュー

タの機種に依存しており，取り扱うカードの枚数も十

分とはいえない．

筆者らの大学では，これまでに JPEG 静止画像を

利用したリアルタイム遠隔教育支援システムの研究開

発が行われ，JGNを利用した実験が行われてきた8)．

またシステムの改良を行い，RIDEE（Realtime In-

teractive Distance Education Environment）シス

テムを提案した9)．これまでは RIDEE の通信制御

機能（RIDEE-CCP: RIDEE Communication Con-

trol Platform），講義・ゼミ制御機能（RIDEE-FCS:

RIDEE Floor Control System）および静止画像プ

レゼンテーション機能（RIDEE-SPS: RIDEE Slide

Presentation System）が開発された．

開発したシステムは会津大学と山梨大学間の正規

遠隔授業で半期にわたって応用され，その検証が行わ

れた．

本論文は RIDEE-SPS の開発と遠隔授業での応用

評価について述べる．

以下，2 章では RIDEE-SPSの機能と設計について

述べ，3 章では Javaによる実装について述べる．さ

らに 4 章では実際の遠隔講義での応用および評価に

ついて述べ，考察を行う．

2. RIDEE-SPSの設計

2.1 遠隔教育活動のモデル化

RIDEE-FCSでは遠隔講義やゼミの進行過程は以下

のようにモデル化されている10)．

• 講義やゼミの参加者全員が各自のコンピュータ
（以降 PCと称す）を用いて RIDEEに接続する．

また各教室のスクリーンへの資料表示に資料表示

制御 PCが利用される．

• 講義やゼミの過程（開始，発表/講義，質疑応答，

終了）は 1人の司会者により制御される．

• 発表者は PC を利用して司会者より発表権を取

得し発表を行う．講師の講義は発表者の発表と見

なす．

• 質問者は PCを利用して司会者から質問権を取得

し発表者との質疑応答（討論）を行う．

• 一般の講義では講師は発表者と司会者双方を務
める．

2.2 RIDEE-SPSの設計方針

RIDEE-SPSはデータの表現力とデータ操作制御機

能実装の容易さのバランスを考慮し，JPEGファイル

で構成されるスライドのセットを資料データとして扱

う．講義やゼミの参加者は PC間通信を通じて以下の

ように資料データを扱い，対面型教育活動と同様な資

料データ運用効果を目指す．

配布 資料データを RIDEE-SPS の資料空間に公

開する．

発表 資料空間中の資料を利用して発表を行う．発

表者の資料操作（スライド切替など）情報はすべての

PCに送信され表示の同期制御に利用される．

討論 発表者と質問者双方が資料空間中の資料を利

用して討論や質疑応答を行う．この場合発表者と質問

者双方の資料操作情報が全 PCの表示同期制御に利用

され資料の共有を実現する．

閲覧 発表者と質問者以外の参加者は各自の PCで

次の状態で資料の閲覧を行う．

( 1 ) 同期状態：PC上の資料表示は発表者と質問

者の操作に同期する．

( 2 ) 非同期状態：独自の操作で資料空間の任意の

資料を閲覧する．

なお，資料表示制御 PC上の表示はつねに同期状態

である．

メモ書き込み 資料空間の資料に対してメモ（線と

文字）を書き込む．発表者や質問者のメモはただちに

全 PCに送信され同期表示されるが，それ以外の参加

者のメモは発表権または質問権を取得するまで送信さ

れない．

保存と再利用 資料空間中の資料と書き加えたメモ

は全参加者 PCに残り再利用することができる．

2.3 機能の実現

前記の機能を実現するために，RIDEE-SPSは以下

の 3種類の画面を提供する．

メイン操作画面 資料データ操作を行うためのメイ

ン画面（図 1）

補助画面 操作の補助に利用される画面群（図 2）

表示専用画面 スクリーンへの資料表示用画面．こ

の画面は資料操作機能を提供しない．

図 1 の画面は文献 8)の改良版であり，スライド表

示領域とスライド操作用ボタンから構成される．発表
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図 1 資料操作メイン画面
Fig. 1 The main GUI for slide operation.

図 2 資料操作補助画面
Fig. 2 Dialogues for slide operation.

者と質問者は資料の説明個所の指示にはマウスカーソ

ルを利用する．それらのカーソル位置を示す擬似カー

ソルとその所有者の名前がスライド領域に表示される．

この画面は以下の操作を提供する．

資料選択 メニュー「File」中の「Contents Selec-

tion」ボタンで図 2 中の「Slide Set Selection Win-

dow」を開く．この画面には自 PC所有の資料の格納

場所および資料空間中の資料リスト（所有者名前と所

在サイト）が表示される．この画面では操作の対象と

なる資料（自 PC または資料空間中の資料）を指定

する．

スライド切替え 矢印のボタン群と「Jump To」ボ

タンで，資料の表示制御（先頭のスライド，最後のス

ライド，前のスライド，次のスライドまたは任意のス

ライドへの表示切替）を行う．

ホワイトボード切替え 「White Board」ボタンで

画面表示をホワイトボードに切り替える．またホワイ

トボード表示中の場合はスライド表示に切り替える．

線メモ書き込み スライド上にマウスの左ボタンを

図 3 コンポーネントモデル
Fig. 3 The component model of RIDEE-SPS.

押しながら移動し，線を書き込む．

文字メモ書き込み マウスをスライド上の文字描画

位置に合わせ，左ボタンをダブルクリックし図 2 中の

「Text Input Window」を開き，キーボードから直接

スライドに文字を書き込む．

色指定 「Color」ボタンで図 2 中の「Color Selec-

tion Window」を開き，書き込みメモの色を指定する．

擬似カーソルの色もこの操作により変更される．

メモ削除 表示中スライド上の書き込みメモを削除

する．削除は，(1)この PCで最後に作成したメモの

削除，(2)この PCで作成したすべてのメモの削除，ま

たは，(3)すべての参加者がこのスライドに作成した

メモの削除（この PCから配布した資料にのみ有効）．

発表と討論のときは，発表者と質問者 PCの表示は

つねに同期状態となるが，それ以外の PCでは上記の

資料操作を行うと資料表示が自動的に非同期状態とな

り，参加者独自の操作に従う．この場合にのみ図 1 の

画面の右下に「Synch」ボタンが表示され，このボタ

ンをクリックすると画面が同期状態に戻る．

3. RIDEE-SPSの実装

システムの汎用性と拡張性を保証するためにRIDEE

は Javaで実装されている．以下には RIDEE-SPSの

機能を実現するためのソフトウェア構成について述

べる．

3.1 アーキテクチャ

図 3は RIDEEのソフトウェアコンポーネントモデ

ルである．

Slide Playerはすべての PC上に存在し，資料の表

示と資料空間の管理機能を有する．

Slide Controllerは資料表示制御 PC以外の PCに

存在し，資料の操作機能を提供する．

図 1 の画面は Slide Playerおよび Slide Controller

の 2つのコンポーネントで構成されている．

Chairperson Assistantは RIDEE-FCSのコンポー

ネントであり，講義とゼミの制御を担当する司会者PC
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図 4 RIDEE-SPS のクラス階層図
Fig. 4 The class hierarchy of RIDEE-SPS.

に存在し，RIDEEの状態制御および発表権・質問権

の授受制御を行う．Participant Assistantも RIDEE-

FCS のコンポーネントであり，司会者以外の参加者

PCに存在し，発表権・質問権の要求などを支援する10)．

上記のコンポーネントは RIDEE-CCP 9) を介して

通信を行い，1つの分散協調処理システムを構成する．

3.2 クラス設計

図 4は Javaで構成される RIDEE-SPSのクラス階

層図である．

slideControllerは Slide Controllerコンポーネント

の機能を実装しており，contentsSelecter，dlgTextIn-

putおよび dlgColorInputはそれぞれ図 2 中の Slide

Set Selection Window，Text Input Window およ

び Color Selection Window を実装している．また

slideSenderは自 PC上の資料データを他の PCに配

布する機能を実装している．

slidePlayerは Slide Playerコンポーネントの機能

を実装しており，slideCanvasはスライド，メモおよ

び擬似カーソルの描画制御を行う．

cursorManagerは擬似カーソルの情報（描画色，所

有者名など）持っており，擬似カーソルの描画を担当

する．

slideSet は 1 つの PC から受信した資料データを

管理し，slideDataは 1枚のスライドのデータを管理

する．

slideMemoPrimitiveはスライド上に書き込まれた

メモの共通情報（色，所有者情報，メモ番号など）を

持っており，textPrimitiveは文字型のメモを，また

lineSetPrimitiveと linePrimitiveは線型メモのデー

タを管理する．

3.3 メッセージ通信

PC 利用者の操作に従い slideController からは自

PC または全 PCの slidePlayerに次の資料操作メッ

セージを送信する．

msgSlideTransCtrl 資料配布の開始と終了を通

知する．

msgSlideData 1枚のスライドを配布する．

msgSlideSetChange 操作対象 slideSetの変更

を通知する．

msgPageChange 表示対象スライドの変更を通

知する．

msgColorChange メモ描画色の変更を通知す

る．

msgMouseEvnet マウス移動イベントの発生を

通知する．このメッセージは擬似カーソルの位置を決

めるのに利用される．なお，このメッセージは UDP

（User Datagram Protocol）で送信される．

msgSlideMemo メモの作成を通知する．

msgDeleteMemo メモの削除を通知する．

slidePlayerは上記メッセージを受信すると，配下の

オブジェクトの状態を調整する．特に非同期表示状態

では，slidePlayerは自 PCからの操作と発表者・質

問者からの操作を仕分けし対応する操作対象 slideSet

の制御を行う．

また RIDEE-SPSは RIDEE-FCSより以下のメッ

セージを受け付ける．

発表者 PC情報 発表者 PC の発生と消滅を通知

する．発表者 PC発生メッセージを受信すると発表者

PC 以外の slidePlayerは発表者の擬似カーソルを生

成する．また発表者 PCの slideControllerは資料操

作メッセージを自 PCだけでなく，他の PCの slide-

Playerへも送信し PC 間の表示同期を実現する．発

表者 PC消滅のメッセージは擬似カーソルの削除と他

の PCへの送信停止を引き起こす．

質問者 PC情報 質問者 PC の発生と消滅を通知

する．このメッセージも slidePlayerの擬似カーソル

管理と slideController の資料操作メッセージ送信に

同様な影響を与える．

4. 遠隔講義での応用

RIDEE-SPSはRIDEEのサブシステムとして 2002

年度前学期に開始された会津大学と山梨大学間の遠隔

講義に使用されている．以下には RIDEE-SPSの応用

と評価について述べ，考察を行う．

4.1 遠隔講義の概要

この遠隔講義には JGNが利用されている．講師サ
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図 5 講師サイト
Fig. 5 The lecturer site.

イトは会津大学先端技術研究センター内（JGNアク

セスポイント：東北-2. 会津大学情報処理センター）で

あり，学生サイトは山梨大学工学部の一教室（JGNア

クセスポイント：関東-8. 山梨県開放型研究開発セン

ター）である．

予約した JGN帯域は 40Mbpsであり，映像音声の

転送には MPEG2ビデオコーデック VNP 装置を利

用している．

講師サイトには講師用 PCと司会者 PCが設置され

ており，RIDEEシステムの制御は講師のアシスタン

トが司会者 PCから行う．

学生サイトには 2枚のスクリーンを使用し，講師の

映像と RIDEE-SPSの資料表示画面を表示する．また

資料表示制御 PCだけが常設され，一部の受講者は各

自の PCを持ち込み RIDEEに接続する．

講義の内容は「ネットワークとセキュリティ特論」

であり，受講者は山梨大学大学院工学研究科の大学院

生（40名程度）である．

図 5 は会津大学側の講師サイトの授業風景である．

スライドの作成には Microsoft 社のプレゼンテー

ションツール Powerpoint 11)を利用している．

RIDEEのソフトウェアは事前に受講者側の PCに

インストールされた．RIDEE-SPSの操作方法につい

てはマニュアルを事前に配り，さらに講義中に操作指

導用資料を司会者 PCから配った．

毎回の講義で受講者に対してアンケート調査を実施

した．これまでに計 7回の講義が実施された．表 1は

その概要を示す．

RIDEEの操作性とRIDEEに接続される受講者PC

の適性を確認するために，1回目の講義では RIDEE

の開発者が学生サイトに立ち合い，受講者 PCの適性

確認と RIDEEの操作説明を行った．そのとき文字メ

表 1 遠隔講義の概要
Table 1 The outline of the distance lecture.

講義 アンケート 参加者 PC 配信 討論参
実施日 回収数 利用者数 スライド枚数 加者数
4/8 5 5 10 5

4/15 19 1 60 0

4/22 40 0 50 0

5/20 28 1 40 0

5/27 34 0 40 0

6/3 36 3 137 3

6/10 35 4 145 4

モ入力の操作性に対して改善要望が出されたため，文

字入力画面の改良を行った．また 4月 22日以降と 5

月 20日までの間に 2回ほど RIDEEの勉強会を行い，

受講者が持ち込んだ PCの適性チェックを行った．

RIDEEのシステム制御用 PCおよび学生サイトの

資料表示制御 PCを集中的に管理するために VNC 12)

を利用した．これらの PCの起動は総計 1分間程度か

かる．他の PC（講師 PC，司会者 PC，受講者 PC）

の RIDEEへの接続には特に順番や場所などの制約が

なく約 3分間程度で完了できる．

しかし現在の RIDEEには講義開始後の PC新規接

続ができず，講義直前に持ち込んだ受講者 PCが講義

で利用できないケースが多かった．

1回目の講義でRIDEEの操作に関する内容が多かっ

たため，RIDEEを利用した議論が行われたが，その

後学生サイトの参加者 PC数が増えず，6月以降の講

義で RIDEEを利用した講師と受講者間の討論が多く

なった．

5月 27日の講義は JGN不通のため，RIDEEを使

わず，従来のインターネットを利用して実施された．

そのときは 128 Kbpsの帯域で講師の顔映像と音声お

よび静止画資料の映像を送っていた．

4.2 アンケートによる評価

4.2.1 RIDEE-SPSの機能に対する評価

PCを利用して授業に参加した受講者に以下の質問

をし，RIDEE-SPSの諸機能に対する評価を求めた．

質問 従来の対面型授業と同じような感覚で講師お

よび参加者が提供した教材（資料）を授業の中で利用

するために，RIDEEは一連の資料操作機能を提供し

ています．これらの機能に対する満足度を 5段階で評

価してください．

表 2はその回答の集計結果を示す．資料の同期と非

同期閲覧機能が最も評価された．これは従来型の授業

と同様，受講者が授業中講師の説明のみでなく，独自

の制御で教材を閲覧していたことを示す．そのほか講

義直前の最新資料を受け取れること，擬似カーソルか
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表 2 RIDEE-SPS 機能の評価
Table 2 Evaluations of RIDEE-SPS.

質 問 内 容 1 2 3 4 5 平均
対面型授業のように，講義直前の最新資料を講師から受け取ることが可能 0 2 2 6 4 3.86

資料の同期・非同期閲覧機能 0 1 1 6 6 4.21

資料へのメモ書き込み機能 1 2 4 3 2 3.25

発表・討論時の資料操作共有機能 0 1 3 7 3 3.86

擬似カーソル所有者表示機能 0 2 2 6 4 3.86

任意 Slide への Jump 機能 0 1 4 4 2 3.64

任意の参加者資料への瞬間切替機能 0 1 5 4 1 3.45

教室内の RIDEE 資料スクリーンで操作連動の確認が可能 0 1 5 3 4 3.77

スライドを利用して，RIDEE の使い方に関する遠隔指導が可能 1 0 6 2 3 3.50

自分の PC で講義後資料を持ち帰ることが可能 1 0 6 2 3 3.50

表 3 RIDEE-SPS の効果
Table 3 The effect of RIDEE-SPS.

アンケート RIDEE 利用 RIDEE 利用せず
内容 1 2 3 4 5 平均 1 2 3 4 5 平均
質問 1 11 10 40 51 46 3.63 6 3 9 6 8 3.22

質問 2 1 13 53 73 22 3.60 6 3 13 10 1 2.91

質問 3 7 34 58 50 12 3.12 7 12 10 3 1 2.36

質問 4 8 62 49 31 4 2.73 6 14 9 3 1 2.36

ら発表者や質問者の名前が分かること，さらに討論中

に資料を共有できることが高く評価されている．

それらに比べてメモ書き込み機能に対する評価が相

対的に低いが，これは同機能に対する不慣れによるも

のと思われる．たとえばマウスで文字をスライドに書

き込む受講者も見られた．一方講義であるため受講者

よりも（アンケート対象でない）講師の方が同機能を

多用していた．講師 PCにはタブレット式ディスプレ

イが装備され，ペンでスライドに文字を書くことがで

きる．講義中は，擬似カーソルによる説明個所の指示

や線の書き込みはほぼスライドごとに行われた．また

スライド内容の補助説明や訂正のための書き込みは毎

回の授業で発生していた．特に講義中は講師がよく質

問のスライドを提示して受講者と討論を行ったが，受

講者 PCを利用した回答者は講師と同様スライドやホ

ワイトボードを利用し質問問題の分析と回答を行い，

講師との効率的な討論ができた．

4.2.2 RIDEE-SPSの効果

RIDEEを利用した講義と，JGN不通のためRIDEE

を利用しなかった講義の後に，受講者に以下の質問を

行い，RIDEE-SPSに対する評価を求めた．

質問 1 遠隔学習システムには一般的に Web教材

と電子メールによる対話を利用した「非リアルタイム

会話型」と，今日のような「リアルタイム対話型」が

あります．今日の講義内容の学習には，（同様な教材

で）どちらがより効果的と思いますか．今日の経験に

基づき，5 段階で評価してください（「非リアルタイ

ム会話型の方がいい」が 1，「リアルタイム会話型の方

がいい」が 5）．

質問 2 いかにして従来の対面型授業のような臨場

感を実現し，対面型授業と同じような授業効果を達成

できるかは，リアルタイム型遠隔授業の課題の 1つで

す．今日の授業はどこまで従来型授業の効果を達成で

きたと思いますか．「授業内容に対する理解度」を 5段

階で評価してください．

質問 3 同じく，「授業時の集中度」を 5段階で評価

してください．

質問 4 同じく，「講師との討論・質疑応答の容易さ」

を 5段階で評価してください．

表 3 はその回答の集計結果を示す．

RIDEEを利用しなかった講義では，音声や映像の

品質のみでなく，講義用資料の解像度も下がったため，

評価が低かった．

一方 RIDEEを利用した場合受講者は資料表示スク

リーンまたは各自の PCを通して講師と同様な解像度

の資料を参照し，また講師のマウス操作を見ることが

できた．これらは授業時の集中度や理解度向上に寄与

したと思われる．

ただし「講師との討論および質疑応答の容易さ」に

対する評価はほかに比べて低かった．現在の RIDEE

は発言権の制御や資料共有などの討論支援を実現して

いるが，これだけでは不十分であることが判明した．

たとえば現在の学生サイトでは参加者 PCで質問権を

取得しても，TAからのマイク受け渡しを待つ必要が
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ある．

4.3 考 察

以下ではこれまでの応用に基づき，RIDEE-SPSの

基本機能の考察と課題の提示を行う．

RIDEE-SPSの資料配布機能によりすべての参加者

が RIDEE-SPSの仮想的な資料空間に資料を配布し，

資料空間中の任意の資料を閲覧しまた発表と討論で利

用することができる．

文献 8)に比べ，資料が各 PCに一括して配布され

るため，スライド切替え操作では 20バイト程度の命

令を各 PCに送信すればよく，同期表示のための情報

転送時間が短縮された．また資料の配布は資料の所有

者が発表権または質問権を取得したときに自動的に行

われるため参加者に操作の負担をかけない．

ただし資料の量（スライド枚数）が多い場合一括配

布の所要時間が長いことが判明した．たとえば 140枚

のスライドの配布所要時間は約 60秒程度であり，か

なり長く感じた．また講師は複数のスライドセットを

交替に使用するときがあったが，同一 PCから同時に

複数のセット提供ができないためセット切替えのたび

に送信が発生した．

資料の非同期閲覧機能が最も評価された．非同期閲

覧で講義の最中でも資料の先読みや再読みができる．

また非同期状態で作成されたメモは質問権を取得する

まで，他の PCに送信しないため講義に影響を与えな

い．さらに同期状態への復帰はワンタッチでできる．

これらの工夫により資料運用の自由度が向上した．た

だし任意のスライドへの切替え機能では切替え先選択

画面上に縮小表示されるスライドの解像度が低く切替

え先の選択に利用しにくい問題が判明した．

現在の実装では参加者は各自の PCでメモ入りの資

料データを持ち帰ることができるが，資料の日別保存

機能やハードディスクの保存領域チェック機能が必要

であることが判明した．

実際の遠隔授業向けのシステムとしてシステムの頑

丈性と操作性が重要である．RIDEE-SPSの開発では

操作性向上のための GUI出力制御が検討された．た

とえばシステムの状態により利用できないボタンは操

作不可能に制御される．これにより利用者には使える

機能と使えない機能が一目で分かり無駄な操作が避け

られる．これまでの授業では RIDEE-SPSの不具合が

発生しておらず，授業効果の向上に大きく寄与した．

一方 RIDEE-SPSは RIDEEの 1 サブシステムで

あり，それだけでの授業効果向上には限界がある．

たとえば学生サイトでは講師の映像と資料は別々に

表示されているが，受講者にはそれらをどのように切

り分けて見るかは戸惑いがある．また映像と資料を見

ることに集中してノートをとらない受講者が多い．い

かに受講者を講義に集中させるか，受講者がより柔軟

に独自のビューを持てるか（たとえば今後 PDA端末

などの利用も考えられるが），質問などの双方向のイ

ンタラクションに臨場感を持たせるかについて，さら

に検討を行う必要がある．

アニメーションや動画などのマルチメディアコンテ

ンツを利用した発表が増えている．今回の遠隔授業で

も講師からWeb画面を授業に利用したいという要望

があった．RIDEE-SPSは当面 JPEG 静止画像を対

象にしているが，今後はマルチメディア資料をリアル

タイム遠隔講義に応用するための同期表示と操作制御

について検討する必要がある．

臨場感向上のためには RIDEE-SPSと映像音声通信

系の統合が必要である．たとえば講師が教室と同じよ

うに自由に動けるようなカメラの映像トラッキング機

能や映像音声設備の遠隔操作や自動制御が必要である．

授業では講義開始ぎりぎりの時間に教室に現れる学

生が少なくない．また持ち込みの PCを RIDEEに接

続するための準備（電源と LANケーブルの配線など）

に時間がかかる場合が多い．現在の RIDEEシステム

が講義開始後の PC新規接続を許していないためせっ

かく PCを持ち込んでも RIDEEの接続に間に合わず

利用できなかったケースがよくあった．任意時点での

RIDEEへの接続と脱退が可能になるようにシステム

の改善が必要である．

5. お わ り に

高速ネットワークを利用したリアルタイム双方向遠隔

教育環境のプレゼンテーションシステム RIDEE-SPS

を提案した．

本システムは実際の遠隔授業に応用され，安定に動

作しており，遠隔授業の効果向上に寄与したと同時に

RIDEE今後の課題を明らかにした．

今後はシステムの改良を行い，特にシステムの操作

性向上およびプレゼンテーション系と映像音声制御系

との連携の角度から，カメラの遠隔操作や音声設備の

遠隔制御機能などの開発を行う予定である．また，受

講者 PCのシステムへの自由接続と離脱対応およびマ

ルチメディア資料対応の検討を行い，より実用的な遠

隔教育支援プラットフォームを提供することを目指す．
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